
年間主題『共に喜んで～すべての歩みの中～』 

主題聖句：一つの部分が苦しめば、すべての部分が共に苦しみ、 
一つの部分が尊ばれれば、すべての部分が共に喜ぶのです。 

        新約聖書 コリントの信徒への手紙Ⅰ１２章２６節 

Q,4月から幼児園に我が子が入園します。入

園に際し親が気を付けた方が良いこと（心構

え）はありますか？（１歳 E子ママ） 

 

A.ズバリ！「生活リズム」と「スキンシップ」

です。 

 E子ママさん、4月からのE子ちゃんの入園を

心から歓迎いたします。初めての環境に我が

子を送り出すことは親としての大変な緊張を強

いられますよね。心配なことが次から次へと出

てくると思いますが、その都度担任の先生はじ

め幼児園の先生にお声かけください。「こんな

こと聞いたら笑われるかな」「何度も聞いたら悪

いかな」と思わなくても大丈夫です。初めての

ことは子どもも大人もわからないことだらけな

のですから。 

 私のほうから、今E子ママさんに伝えられる

ことは 2つあります。１つは「お子さんの生活リ

ズムをある程度定めた方がいい」ということで

す。イベント事などで寝るのが遅くなったりする

ことはあるでしょうし、１日くらいなら問題ありま

せん。しかし夜型の生活が固定したり、リズム

がいつも不安定だとE子ちゃんの幼児園生活

も不安定になります。食事の時間や寝る時間

をある程度定めること、そして特に朝食を食べ

て（常温かあたたかい飲み物とエネルギー源

となる食べ物を食べて体を起こして）登園する

ことで、遊びが深まり、遊びを含めた生活全体

の中で成長していきます。 

 ２つ目は「子どもとのスキンシップを大切にし

てほしい」ということです。E子ちゃんが抱っこ

を求めてきたら出来るだけ応じていただきたい

し、楽しい会話をしながらの食事や入浴、寝る

前の絵本の読み聞かせなどもスキンシップで

す。スキンシップは心の安定に不可欠です。短

くても構いません。毎日のスキンシップは子ど

もに生きる上で必要な力を与えてくれます。 
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４月主題『出会う』 

主題聖句：わたしは良い羊飼いである。  ヨハネによる福音書１０章１４節 
☆ ０歳児：神さまから授かったいのちとして大切にされる。（保育者）一人ひとりの

生活リズムや発達段階に合わせて、丁寧な関わりをもつ。 
☆ １～２歳児：受け入れられていることを感じ安心する。（保育者）一人ひとりの名

前を心を込めて呼び、寄り添い、安心感を与える。また保育者自身も神さまを感じ、

支えられていることに気づき祈りながら歩む。 
☆ ３歳児：存在そのものが受けとめられる中で、好きな遊びや場所がみつかる。（保

育者）子どもと保護者そして互いの名前を心を込めて呼び、信頼関係を築いていく。 
☆ ４～５歳児：置かれた環境の中で安心して過ごして遊び始めるとともに、進級した

ことを喜び、はりきって過ごす。（保育者）子どもと保護者、そして互いの名前を心

を込めて呼び、信頼関係を深める。 

 


